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こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
稿
者
架
蔵
の
一
冊
の
写
本
で
あ
る
。
簡
略
に
書
誌
を

示
す
。

無
表
紙
、
二
三
・
八
×
一
八
・
一
糎
、
紙
縒
綴
。
全
一
一
張
、
全
紙
総
裏
打
を
施

す
。
毎
半
葉
一
二
行
二
四
字
前
後
不
定
、
字
高
二
二
・
〇
糎
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ

り
を
基
本
と
す
る
が
、
ま
ま
ひ
ら
が
な
も
用
い
る
。
漢
文
部
分
に
は
返
り
点
・
送
り

仮
名
・
竪
点
あ
り
。
ミ
セ
ケ
チ
・
墨
滅
・
補
入
に
よ
る
訂
正
追
加
等
も
多
い
。〔
室

町
〕
写
。
一
筆
。
内
題
・
外
題
な
し
。

内
容
は
、李
善
「
上
文
選
註
表
」、昭
明
太
子
「
文
選
序
」、巻
一
冒
頭
の
班
固
「
両

都
賦
序
」
お
よ
び
「
西
都
賦
」
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
講
義
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
の

要
点
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
つ
書
き
で
本
文
を
示
し
、
そ
の
部
分
の
読
み

と
簡
単
な
解
釈
を
記
し
て
い
く
形
式
で
、
解
釈
が
な
い
項
目
も
多
い
の
は
、
筆
記
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
か
。
行
数
字
数
が
一
定
せ
ず
、
行
も
斜
め
に
な
っ
た
り
、

文
字
の
大
き
さ
も
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
講
義
の
現
場
に
お
け
る
成
立

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
訂
正
追
加
に
関
し
て
は
、
講
義
後
に
テ
キ
ス

ト
を
確
認
し
な
が
ら
加
筆
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

三
張
表
、「
長
離
北
上
」
の
注
に
、「
家
本
ニ
ハ
北
上
、
ス
リ
本
北
斗
ト
ア
リ
」
と

の
記
述
が
あ
る
（「
北
斗
」
は
「
北
度
」
の
宛
字
）。
冒
頭
に
「
只
今
読
ハ
菅
家
説
ナ
リ
」

と
あ
る
の
と
併
せ
考
え
れ
ば
、講
者
は
菅
原
家
の
証
本
（
写
本
）
の
訓
説
に
基
づ
い
て

講
義
を
行
い
、本
文
に
つ
い
て
は
唐
本
（
刊
本
）
と
の
異
同
に
も
注
意
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
一
張
表
、「
一
」
か
ら
「
六
」
に
わ
た
る
項
目
を
挙
げ
る
と
こ
ろ
、

同
裏
「
聖
廟
御
説
」
云
々
は
、伝
菅
原
道
真
撰
『
文
選
表
注
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

な
お
、
語
釈
に
関
し
て
は
、
五
臣
注
の
内
容
と
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
語
義
を
丁

寧
に
説
明
す
る
五
臣
注
が
こ
の
よ
う
な
場
合
役
立
つ
の
で
あ
ろ
う
。

六
張
裏
に
『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
の
引
用
が
あ
る
。
も
と
も
と
真
名
序
が
『
文

選
』
序
に
基
づ
い
た
表
現
で
あ
る
か
ら
、
似
て
い
る
の
は
当
た
り
前
な
の
だ
が
、
こ

の
こ
と
と
、す
ぐ
後
に
藤
原
定
家
の
『
古
今
和
歌
集
』
に
関
す
る
秘
説
（
こ
ち
ら
は
仮

名
序
末
尾
の
「
大
空
の
月
を
見
る
が
ご
と
く
」
が
『
文
選
』
序
で
こ
の
引
用
部
分
に
続
く
「
与

日
月
共
懸
」
を
典
拠
と
す
る
と
い
う
指
摘
が
、い
く
つ
か
の
『
古
今
集
』
ま
た
は
仮
名
序
の
注

釈
書
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
言
う
か
）
に
言
及
す
る
の
も
、受
講
者
が
和
歌
に
関
す
る
知
識

や
興
味
を
持
っ
て
い
る
（
ま
た
は
そ
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
）
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
よ

う
。
四
張
裏
に
も
『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
の
関
係
に
言
及
す
る
。
さ
ら
に
五
張
裏
、

「
亦
詔
誥
」
の
注
に
「
武
家
・
摂
家
」
云
々
と
あ
る
の
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
公
家
を
対

象
と
し
た
講
義
と
い
う
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
一
〇
張
裏
「
鉤
陳
」
の
注
に
あ
る
「
大
液
鉤
陳
所
々
疑
ノ
心
也
。
草
離
々

ト
ナ
リ
タ
ル
ホ
ト
ニ
、星
ノ
行
衛
モ
イ
ツ
ク
ソ
ト
ノ
義
也
」
と
あ
る
の
は
『
三
体
詩
』

巻
一
、
竇
庠
「
上
陽
宮
」
の
引
用
で
あ
る
。「
…
…
ノ
心
也
」
と
い
う
口
調
か
ら
は
、

受
講
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
こ
の
詩
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
言
及

し
た
と
い
う
雰
囲
気
が
感
じ
取
れ
る
。

同
じ
く
、
三
張
表
、「
北
上
」
に
つ
い
て
「
杜
詩
モ
、
東
坡
、
北
上
ハ
都
ト
心
え
ヘ

キ
也
」
と
あ
る
。
杜
甫
な
ら
ば
『
杜
工
部
集
』（
二
十
巻
本
）
巻
三
・
三
川
観
水
漲
二
十
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韻
の
「
北
上
惟
土
山
」、
お
よ
び
巻
十
・
傷
春
五
首
そ
の
四
の
「
蕭
関
迷
北
上
」
の
二

つ
用
例
が
あ
る
が
、
と
も
に
都
と
解
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
蘇
軾
な
ら
ば
『
東
坡

先
生
詩
』
巻
二
十
三
・「
至
真
州
再
和
二
首
」
そ
の
一
の
「
北
上
難
陪
驥
」
の
「
北

上
」
が
北
宋
の
都
開
封
を
指
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
「
北
上
」

の
理
解
に
両
者
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
五
山
に
お
け
る
必
読
書
で
あ
る
『
三
体
詩
』
や
杜
甫
・
蘇
軾
が
公
家

社
会
に
も
広
ま
っ
た
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
知
識
も
兼
ね
備
え
た
人
物
が
、
公
家
を

対
象
に
し
て
講
義
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
状
況
が
想
定
で
き
る
。

そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
三
条
西
家
に
お
け
る
高
辻
章
長
の
『
文
選
』
講
義
が
た
だ

ち
に
思
い
浮
か
ぶ
（
参
照
：
住
吉
朋
彦
「
本
邦
中
世
菅
家
文
選
学
捃
拾
」『
日
本
歴
史
』

六
五
二
、
二
〇
〇
二
・
九
）。『
補
注
蒙
求
』
講
釈
に
招
か
れ
て
い
た
章
長
が
、
講
釈
の

後
に
続
け
て
、
公
条
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
閏
三
月

二
〇
日
を
初
日
と
し
、「
文
選
表
文
字
読
中
将
相
受
章
長
朝
臣
」
と
の
記
述
が
『
実
隆

公
記
』
に
あ
る
。「
文
字
読
」
は
講
釈
と
は
異
な
り
、
詳
し
い
内
容
解
釈
を
伴
わ
ず
、

訓
読
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
表
全
篇
を
読
む
の
に
も
、
そ
れ
ほ
ど

時
間
は
か
か
ら
ず
に
済
む
。
冒
頭
を
除
き
、
部
分
的
な
語
釈
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い

本
資
料
は
、
そ
の
よ
う
な
機
会
に
作
成
さ
れ
た
と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
も
言
え

る
。住

吉
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、当
時
三
条
西
家
に
は
菅
家
点
を
移
写
し
た
『
文
選
』

が
あ
り
、
そ
の
更
な
る
移
写
本
が
現
在
建
仁
寺
両
足
院
お
よ
び
宮
内
庁
書
陵
部
図
書

寮
文
庫
に
あ
る
。『
鹿
苑
日
録
』
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
五
月
二
四
日
条
に
、
八
条

宮
智
仁
親
王
邸
を
訪
れ
た
記
主
昕
叔
顕
晫
は
、
居
合
わ
せ
た
東
福
寺
龍
眠
庵
の
剛
外

令
柔
か
ら
、
両
足
院
所
蔵
本
に
は
、
月
舟
寿
桂
が
訓
点
を
付
し
た
『
山
谷
詩
集
注
』、

天
龍
寺
妙
智
院
の
叔
陶
等
甄
の
正
本
で
あ
る
『
後
漢
書
』、そ
し
て
三
条
西
実
隆
所
持

本
の
写
し
（
正
し
く
は
訓
点
の
移
写
）
で
あ
る
『
文
選
』
の
三
点
が
あ
る
こ
と
を
聞
い

た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。近
世
初
頭
の
五
山
に
お
い
て
も
博
士
家
の
訓
点
を
持
つ『
文

選
』
は
稀
覯
本
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
の
時
期
（
慶
長
・
元
和
）
は
、
室
町
中
期
か
ら
始
ま
る
五
山
と
公
家
社
会
の
交
流

が
一
段
と
密
接
な
関
係
に
な
り
、
五
山
僧
に
よ
る
漢
籍
講
義
が
宮
中
を
始
め
公
家
社

会
の
あ
ち
こ
ち
で
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、『
文
選
』
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
記

事
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、テ
キ
ス
ト
が
普
及
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、

そ
の
難
解
さ
と
い
う
点
に
お
い
て
、
講
義
す
る
側
だ
け
で
な
く
、
聴
講
側
の
知
識
水

準
の
問
題
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
や
は
り
三
条
西
家
に
お
け
る
文
選
の
受
容

は
、
そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
事
例
で
あ
る
。

書
陵
部
蔵
本
の
訓
点
と
比
較
す
る
と
、
本
資
料
と
よ
く
一
致
す
る
の
で
、
や
は
り

菅
家
点
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
章
長
の
講
義
と
重
な
る
よ
う
に
し
て
、
禅
僧
の
鸞
岡
省
佐
（
後
に
瑞
佐
と
改

名
）
が
、
永
正
四
年
二
月
か
ら
宮
中
小
御
所
に
お
い
て
始
め
た
『
文
選
』
講
義
が
あ

る
。『
実
隆
公
記
』
同
年
二
月
三
〇
日
条
に
は
、
実
隆
・
公
条
ら
公
家
の
ほ
か
伏
見
宮

家
出
身
の
禅
僧
就
山
永
崇
・
宗
山
等
貴
ら
も
陪
席
し
て
、「
李
善
表
・
昭
明
太
子
序
等

講
之
」
と
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
三
月
一
八
日
と
二
四
日
に
も
記
事
が
あ
り
、
二
四
日

に
は
「
第
一
巻
終
功
了
」
と
あ
っ
て
、
記
事
に
漏
れ
が
な
け
れ
ば
、
三
回
で
第
一
巻

ま
で
読
み
終
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ペ
ー
ス
か
ら
す
る
と
、
第
一
回
の

「
等
」
に
巻
一
の
一
部
を
含
ん
で
い
る
、
す
な
わ
ち
、
本
資
料
が
そ
の
一
回
分
の
聞
書

で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

朝
倉
尚
氏
の
研
究
（『
就
山
永
崇
・
宗
山
等
貴
―
禅
林
の
貴
族
化
の
様
相
―
』
清
文
堂
出

版
、一
九
九
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、鸞
岡
は
相
国
寺
の
就
山
の
住
居
聯
輝
軒
で
『
東
坡
詩
』

や
『
古
文
真
宝
後
集
』
の
講
義
を
行
い
、
公
条
も
陪
聴
し
て
い
て
、
そ
の
流
れ
で
実

現
し
た
の
が
こ
の
宮
中
『
文
選
』
講
義
だ
と
い
う
。

本
資
料
の
成
立
を
、
こ
の
よ
う
な
室
町
中
期
の
状
況
に
当
て
は
め
て
考
え
ら
れ
る

と
す
れ
ば

―
書
写
年
代
と
筆
跡
か
ら
も
う
少
し
絞
り
込
め
る
と
良
い
の
だ
が
、
稿

者
に
そ
の
能
力
が
な
く
、
あ
く
ま
で
憶
測
の
話
で
あ
る
が

―
い
ま
だ
習
学
期
に
あ
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る
公
条
（
こ
の
年
二
一
歳
）
が
、
宮
中
で
鸞
岡
の
講
義
を
書
き
留
め
た
可
能
性
が
最
も

高
い
の
で
は
な
い
か
。

傍
証
ら
し
き
も
の
を
二
点
指
摘
す
る
。
一
つ
は
、
本
文
冒
頭
の
「
菅
家
説
ナ
リ
」

と
い
う
言
い
方
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
訓
読
が
菅
家
点
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
っ

て
も
、
講
者
自
身
は
菅
家
の
人
間
で
は
な
い
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
取
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
も
し
三
条
西
家
に
お
け
る
講
義
で
あ
れ
ば
、
訓
点
が
施
さ
れ
た
テ
キ

ス
ト
が
公
条
の
手
元
に
用
意
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
程
度
の
内
容
を

わ
ざ
わ
ざ
別
紙
に
記
す
で
あ
ろ
う
か
、
必
要
が
あ
れ
ば
テ
キ
ス
ト
の
行
間
や
欄
上
に

書
き
入
れ
れ
ば
済
む
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

　

翻
刻
に
際
し
て
は
、
通
用
字
体
を
用
い
て
（
合
字
は
開
く
）、
句
読
点
を
施
し
、
一

つ
書
き
ご
と
に
改
行
す
る
。
ミ
セ
ケ
チ
・
抹
消
・
補
入
等
は
そ
の
結
果
を
翻
刻
し
た

上
で
＊
印
を
付
し
、
末
尾
に
一
括
注
記
す
る
。
宛
字
や
、
類
似
の
字
体
を
用
い
た
誤

字
も
散
見
さ
れ
る
が
、
で
き
る
限
り
原
文
通
り
と
す
る
。
な
お
、
面
替
わ
り
の
箇
所

に
は
「（
1
オ
）」
の
ご
と
く
表
示
す
る
。

上
文フ

ン

選セ
ン

註
ー　
タ
テ
マ
ツ
ル

タ
チ
マ
ツ
ル

両
説

一  

文
セ
ン　

キ
備
公
ノ
伝
也
。
上
武
天
王
御
宇
渡
也
。
仁
寿
＊
元
年
初
而
ゼ
セ
ン
公
講

セ
ラ
ル
ヽ
ト
也
。
菅
家
セ
セ
ン
公
也
。
安
家
広
世
也
。
僧
正
遍
昭
父
也
。
只
今
読

ハ
菅
家
説
ナ
リ
。
春
住
宿
祢
善ヨ

シ
＊
□タ

ヽ

北
御
殿
文
選
ヲ
講
セ
ラ
ル
ヽ
ト
也
。
延
暦
十
七

年
カ
ン
音
ヲ
ヨ
ム
ヘ
キ
也
。
ゴ
ヲ
ン
ノ
読
事
ナ
カ
ル
ト
ア
リ
。
文
選
コ
ヲ
ン
モ
マ

シ
リ
ヘ
キ
歟
。
只
こ
ん
本
ニ
ハ
カ
ン
ヲ
ン
ナ
ル
ヘ
シ
。
毛
詩
ハ
イ
サ
ヽ
カ
モ
カ
ン

ヲ
ン
ナ
ラ
テ
ヨ
ム
ヘ
カ
ウ
ス
也
。

  

セ
イ
名　
　

令
ノ
セ
ウ
メ
イ
太
子
文
選
ヲ
シ
ル
サ
レ
シ
シ
テ
、
劉
カ
ウ
シ
ヤ
ク
ト

セ昭ウ
メ明イ
太
子
ト
文
セ
ン
ヲ
注
ス
也
。
道
エ
ン
カ
説
、
劉
カ
ウ
注
ス
ル
ト
ア
ル
ハ

是
也
。
劉
カ
ウ
シ
ヤ
ク
ハ
伝
ニ
ハ
相
ミ
ヘ
ス
ト
也
。
只
文
ヲ
書
ン
ト
テ
ア
ツ
メ
タ

ル
物
多
ア
其
ナ
ル
ヘ
シ
ト
ノ
事
也
。（
1
オ
）
簡
文
太
子
ノ
後
ニ
文
選
ヲ
注
セ
ラ
レ

タ
ル
ト
也
。
武
帝
不
信
。
六
敷
物
文
ヲ
簡
文
太
子
書
之
也
。
武
帝
ノ
前
＊
以
筆
書

也
。
其
ニ
ヨ
リ
テ
武
帝
信
之
ト
也
。

天
子
物
申
ハ
表
、
諸
公
申
ハ
上
疏
ト
云
也
。

一
セ
ン
シ
ウ
ノ　

昭
明
太

人
名

　

二
時
代
シ
ウ
・
シ
ン
・
カ
ン
・
晋
・
宋
・
リ
ヤ
ウ　

三
一
百
三
十
＊
人　

三
シ
・
フ
・
サ
ウ
・
サ
ン
・
セ
ウ
・
命　

毛
詩
ヨ
リ

出
た
る
也　

五　

六
第
名

天
文フ

ン

者　

青
々
ト
シ
テ
ア
レ
共
、
日
月
星
カ
天
ノ

文フ
ン

也
。
人
モ

文
カ
ナ
ク
テ
ハ
無
曲

也
。
口
伝
ヲ
受
ナ
ト
ス
ル
コ
ソ
文
也
。
文
ノ
ナ
キ
人
ハ
木
石
ト
也
。

虎コ
ハ
ウ　

革ツ
ク
リ
カ
ハ
ヽ
ケ
ン
ヤ
ウ
ツ
ク
リ
皮
ノ
コ
ト
＊
シ

如

犬

羊

革　

い
つ
れ
も
ナ
メ
シ
ニ
ス
ル
。虎

ノ
皮
毛
ウ
ツ

ク
シ
キ
モ
、犬
羊
ナ
メ
シ
ノ
類
也
。
ト
ニ
カ
ク
ニ
人
ニ
文
カ
ナ
ク
テ
ハ
ト
ノ
義
也
。

（
1
ウ
）

〔文選聞書〕巻首
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リ李

善
セ
ン
ト
云
物
ヲ
、
書
籍
箱
ト
云
也
。
リ李

邕
ヱ
ウ
カ
タ
ラ
ヌ
所
ヲ
書
、
リ
セ
ン
カ
不

審
ヲ
シ
タ
ル
所
書
加
タ
ル
書
也
。
李
善
ハ
書
簏ロ

ク

也
ト
ノ
義
也
。
＊
読
書
ハ
シ
タ
レ

共
、
文
カ
ナ
キ
ト
云
義
也
。

一
臣
善
言
ー　

臣
ト
云
、表
ノ
カ
キ
サ
マ
也
。
君
ニ
ヒ
カ
ル
ヽ
ヲ
臣
ト
云
也
。
臣
ハ
、

ヒ
ク
ト
云
義
也
。

一
竊ヒ

ソ
カ
ニ
モ
ン
ミ
レ
ハ以　

　
　

九
野
ハ
九キ

ウ

テ
ン
也
。

一
縟マ

タ
ラ
カ
ニ
シ
テ

景ケ
イ

緯イ
ヲ一　

天
也
。
星
也
。
景
ハ

　

日
月
也
。
緯
、
星
辰
也
。

一
以モ

ツ
テ
テ
ラ
シ
ノ
ソ
メ
リ

照

臨　

ケ
イ
イ
ヲ
マ
タ
ラ
カ
ニ
シ
テ
モ
ツ
テ
テ
ラ
シ
ノ
ソ
メ
リ
。

一
徳
載ノ

セ
テ　

二

八
テ
ン

麗ツ
イ
テ

山
川
ニ

　

以
錯マ

シ
ハ
ワ
リ

峙タ
テ
リ

峙
、

、
上
ニ
同
義
也
。
聖
廟
御
説
、
麗ツ

イ
テト

ア
リ
。
皆
惣
別
ハ
麗ウ

ル
ワ
シ
ウ
シ
テ

ト
也
。
麗ウ

ル
ワ
シ
ウ
シ
テ

山
川
ト
云
カ
地
ノ
文
也
。

一
垂
象
ー
ー　

天
地
開
白
ヨ
リ
以
来
、
人
カ
ン
シ
ア
リ
。（
2
オ
）
此
文
選
モ
、
人
カ

ア
ツ
テ
出
来
ス
ル
也
。
人
ハ
文
ナ
ク
テ
ハ
ト
云
義
也
。

一
義
縄シ

ヨ
ウ

之
前
飛
葛
天　

シ
ン
ノ
ウ
フ
＊
ツ
キ
よ
り
ま
へ
に
は
文
字
モ
ナ
カ
リ
シ
也
。

義
縄
以
前
縄
を
も
つ
て
大
小
の
事
叶
タ
ル
也
。
本
ニ
向
テ
ハ
シ
ヨ
ウ
ト
ス
ム
也
。

カ
ツ
テ
イ
子
之
時
、
哥
ト
云
事
ア
リ
。

簧　

笙
ノ
舌
ト
云
ニ
ハ
、
簧ク

ワ
ウト

云
此
字
カ
ク
也
。

一
歩ア

ユ
ミ

驟ウ
ク
ツ
ク
コ
ト

分　
レ

途ミ
チ
ヲ

　

歩
ハ
ノ
ト
カ
ニ
ア
ユ
ミ
タ
ル
心
也
。
驟
ハ
、
ウ
ク
ツ
ク
ハ
、

人
の
心
も
出
来
シ
テ
、
文
カ
イ
テ
キ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
驟

ウ
ク
ツ
キア

リ
キ
イ
ソ
ク
ヤ
ウ
の
事

也
。
三
皇
五
帝
ニ
イ
タ
リ
テ
の
義
也
。（
2
ウ
）

一
御ヲ

サ
メ　

二

蘭ラ
ン
フ
ン芬
ヲ

　

施タ
ヘ
ン
タ
ル
ヨ
ニ代　

一　

蘭
芬
、
カ
ウ
ハ
シ
キ
草
也
。

一
虚キ

ヨ
ケ
ン玄
ハ

　

流ナ
カ
シ　

二

正-

如
之ノ

音コ
ヘ
ヲ　

一　

サ
ウ
字
ヲ
ハ
ナ
レ
タ
ル
文
書
ナ
カ
リ
シ
ト
也
。

一
長
離
北
上　

家
本
ニ
ハ
北
上
、
ス
リ
本
北
斗
ト
ア
リ
。
長
離
、
鳳
凰
ト
云
説
ア
リ
。

北
上
ト
云
ハ
、
杜
詩
モ
、
東
坡
、
北
上
ハ
都
ト
心
え
ヘ
キ
也
。
長
離
ハ
霊
鳥
也
ト
＊

文
選
ノ
字
注
ニ
ア
リ
。

一
弥イ

ヨ
〳
〵
ウ
ル
ハ
シ劭

一
誉ホ
マ
レ

貞テ
イ
也　

レ

問ト
ウ
ニ　

レ

寝シ
ン
ヲ

　

日
三
度
問
、昭
明
父
問
也
。
昼
夜
ト
云
心
ニ
云
リ
。
明
綱
ハ
ミ

出
タ
ル
ハ
、
寝
ハ
寝
御
也
。
非
夜
分
ト
云
ル
ソ
。

一
開

ヒ
ラ
ヰ
テ　

二

博ハ
ク
バ
ウ
ヲ望　

一　

博
望
、
薗
也
。
漢
ノ
武
帝
之
事
也
。
昔
以
古
事
、
今
昭
明
太
子
之

義
ヲ
、
開
博
望
以
招マ

ネ
ク　

レ

賢ケ
ン
ヲト

云
也
。

一
搴ト

ツ
テ

中チ
ウ
ヨ
ウ葉

之
詞
林
（
3
オ
）

一
酌ク

ム　
二

前
修
之
筆

フ
ン
テ
ノ-

海
ヲ一

（
一
行
ア
キ
）

一
＊
資
準
的　

文
選
カ
咸
コ
マ
ナ
コ
ト
云
義
也
。
マ
ト
ヽ
云
ハ
弓
遍
ヨ
キ
也
。
㢩マ

ト

也
。

的
、
上
ニ
同
。

一
陛
下　

当
代
天
子
サ
シ
テ
申
也
。
貴
人
ニ
ハ
直
ニ
物
ヲ
ヘ
不
申
物
也
。
御
陛
下
ニ

居
タ
ル
臣
下
ニ
物
申
体
也
。

一
宣ノ

フ　
二

六リ

代タ
イ

之ノ

雲ウ
ン

英エ
イ
ヲ　

一　

雲
英
ハ
雲
門
也
。

一
孰タ

レ
カ

可
ヘ
ケ
ン
ヤ　

二

撮ト
ツ
テ　

レ

壌
ツ
チ
ク
レ
ヲ

崇タ
ウ
シ

山ヲ

導
道
ヒ
イ
テ　

レ

涓
タ
ン
マ
リ
水
ヲ

宗サ
ウ
セ
シ
ム

　
レ

海　
一　

撮ト
ツ　

レ

壌
ツ
チ
ク
レ
ヲ

　

土
ヲ
手
ニ
テ

ソ
ト
ス
ク
ウ
ヲ
云
也
。
涓

タ
マ
リ
ミ
ツヲ

道
ヒ
イ
テ
海
ヲ
ソ
ウ
シ
、ツ
チ
ク
レ
ヲ
ト
ツ
テ
山
ヲ

タ
カ
ウ
ス
ル
ト
云
義
ナ
ル
ホ
ト
ニ
、
此
（
3
ウ
）
注
ヲ
ス
ル
事
ハ
、
ナ
＊
ル
マ
シ
キ

ト
ノ
義
也
。

一
樗チ

ヨ

散サ
ン

陋
イ
ヤ
シ
キ

姿カ
タ
チ

　

我
身
ヲ
ヒ
ケ
シ
テ
、
世
上
人
ノ
用
ニ
モ
タ
ヽ
ヌ
ト
云
義
也
。

一
移ス　二

涼
燠イ

ク
ヲ

有リ　
レ

欣
ヨ
ロ
コ
ヒ

永ナ
カ
ウ
シ

　
レ

日
ヲ

一
殺
青　

札
ノ
事
也
。
殺

カ
ラ
シ
テ

　

青
竹
ヲ
火
ニ
テ
ア
フ
リ
テ
白
ク
ナ
ス
ヲ
云
。
其
ヲ
殺

カ
ラ
シ
テト

ハ
云
也
。
料
紙
の
ナ
キ
前
如
此
ト
。
殺サ

ツ　
レ

青セ
ヲ

是
也
。

一
享ア
タ
ン
ハ
カ
ニ
シ
テ

帚ハ
ヽ
キ
ヲ

自ヲ
ノ
ツ
カ

珍タ
カ
ウ
シ

緘ツ
ヽ
ミ　

レ

石ヲ

知シ
ル　

レ

謬ア
ヤ
マ
リ
ト
云
コ
ト
ヲ　

卑
下
ノ
詞
也
。
文
選
我
仕
タ

ル
コ
ト
ハ
、
ノ
心
也
。

（
一
行
ア
キ
）

一
謹
詣
闕　

天
子
義
、
門
也
。（
4
オ
）

一
顕
慶

二

ア
キ
ラ
カ
也

カ
ラ
シ
テ
ア
ヲ
キ
ヲ
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一
文
林
郎
守
太
子　

官
タ
カ
ク
テ
位
ノ
ヒ
キ
時
、
此
守
ト
云
字
ヲ
書
也
。

（
一
行
ア
キ
）

 

文
選
序　

序
也
。
如
糸
口
。
糸
口
を
と
け
は
、惣
動
心
也
。
序
分
さ
や
う
書
物
也
。

一
梁
昭
明
太
子
撰　

撰
ハ
定
心
也
。
文
選
ノ
選
ハ
エ
ラ
フ
義
也
。
太
子
ノ
撰
ハ
エ
ラ

ヒ
定
心
也
。
古
今
後
に
後
撰
集
を
エ
ラ
ハ
ル
ヽ
モ
同
義
、
古
今
残
タ
ル
事
ヲ
後
ニ

エ
ラ
ヒ
被
定
義
也
。（
4
ウ
）

一
椎
輪　

車
ヲ
作
タ
ル
物
也
。
竹
ニ
テ
ア
ミ
タ
ル
ヤ
ウ
儀
也
。
蓬
ノ
風
に
吹
レ
テ
ク

ル
リ
〳
〵
ト
廻
タ
ル
ヲ
ミ
テ
車
ヲ
作
タ
ル
ト
云
々
。
天
子
メ
ス
車
ヲ
輅
云
也
。
玉

路
ト
申
也
。
大
輅
、
車
義
也
。
椎
輪
者
大
輅
物
也
。

一
有
六
義　

一
曰
風
ハ
、ソ
ヘ
哥
也
。其
人
を
ハ
不
申
シ
テ
ソ
ヘ
テ
云
ヲ
風
ト
云
也
。   

二
一
二
曰
賦

一
三
曰
比　

タ
ク
イ
ヲ
ト
リ
云
コ
ト
也
。
比
ト
云
々
。

一
四
曰
興　

物
の

一
五
曰
雅

一
六
曰
頌　

大
功
を
ナ
シ
タ
ル
事
を
頌
ト
云
也
。（
5
オ
）

一
一
鬱　

怫フ
ツ
＊
鬱ウ

ツ

也
。

一
詩　

詩
ハ
ウ
ク
ル
也
。
心
ア
ル
コ
ト
ヲ
請
テ
云
出
カ
詩
也
。

一
関
雎　

ク
ワ
ン
シ
ヨ
ノ
路
ハ
、内
ヲ
正
ス
ル
義
也
。
夫
婦
タ
ヽ
シ
ウ
ス
ル
ノ
義
也
。

一
桑サ

ウ

間
＊
濮ホ

ク

上
ニ
ハ

　
　　

亡ハ
ウ

国コ
ク

音
。
駆　

仄
＊
ニ
入
＊
テ
ミ
ヨ
ト
ア
リ
。

一
図
像
則
讃
ー
ー

一
亦
詔セ

ウ

誥カ
ウ　

詔
ハ
照
也
。
天
子
被
仰
ヲ
テ
ラ
ス
ト
云
義
也
。
詔セ

ウ

也
。
誥
カ
物
を
ツ
ク

ル
事
ヲ
云
。
告
ハ
私
サ
マ
ヘ
云
ハ
此
ツ
ク
ル
也
。
摂
家
ナ
ト
ノ
仰
ヲ
誥カ

ウ

ト
云
字
也
。

武
家
・
摂
家
ナ
ト
ノ
（
5
ウ
）
仰
ら
る
ゝ
ヲ
誥
ト
云
也
。
カ
ウ
、
清
也
。
詔
ハ
、
天

子
ノ
被
仰
事
ヲ
詔
ト
云
也
。
教
令
ハ
摂
家
よ
り
下
ツ
カ
タ
ノ
人
ニ
物
ヲ
云
ツ
ク
ル

義
也
。

一
牋-

記　

竹
ヲ
ア
フ
テ
物
書
タ
ル
ヲ
牋
ト
云
ソ
。
宜
ノ
世
ヨ
是
ヲ
コ
リ
タ
ル
ト
也
。

一
書シ

ヨ

ハ
如
ナ
リ
ト
ハ
、
書
状
我
心
ノ
コ
ト
ク
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
書カ

ク

故
ニ
、
如
也
ト
云
也
。

誓
ハ
マ
コ
ト
ヽ
云
心
也
。

一
符フ

檄ケ
キ　

鶏
ノ
毛
ヲ
頭
ニ
サ
シ
テ
、
イ
ソ
キ
ノ
使
ニ
ツ
カ
ワ
ス
事
ア
リ
。
其
義
也
。   

符
ハ
誠
也
。

一
三サ

ン

言ケ
ン

八ハ
ツ

字シ
ノ

文フ
ン

一
引イ

ン

序シ
ヨ

一
碑
碣ケ

ツ
（
6
オ
）

一
誌シ

状
シ
ヤ
ウ

（
一
行
ア
キ
）

一
源
流
間マ

ヽ
ニ

出
イ
テ
タ
リ

一
黼フ

黻フ
ツ　

黼
ハ
白
＊
赤
色
也
。
黻
、
黒
青
＊
色
也
。

一
時ト

キ

更カ
ヘ

七シ
ツ

代タ
イ

数
踰
千
祀シ　

祀
ハ
年
也
。
古
今
序
ニ
、
時
十
代
を
過
、
数
数
百
年
過
た

り
と
云
心
也
。

一
飛ヒ

文フ
ン　

オ
ト
シ
文
ナ
ト
義
也
。

一
染セ

ン

翰カ
ン　

ハ
ヤ
ク
早
々
物
ヲ
書
ヲ
云
也
。

一
若モ

シ

夫ソ
レ

姫キ

公コ
ウ

籍セ
キ

孔コ
ウ

父
之
書
ト

　　

易
之
詞
に
も
タ
ン
ノ
詞
、
象
ノ
詞
云
ヤ
ウ
の
義
也
。
古

今
廿
巻
ヲ
定
家
大
事
秘
説
ア
リ
所
に
、若
夫
姫
公
籍
孔
父
之
書
（
6
ウ
）
ト
定
家
カ

ケ
リ
ト
也
。

一
＊
謀
夫
之
言　

弁
舌
ノ
ア
物
ノ
物
云
義
也
。

一

金
コ
カ
ネ
ノ
コ
ト
ク
ニ
カ
タ
チ
ス

相
　

コ
カ
ネ
ノ
如
ニ
カ
タ
チ
ス
ト
ヨ
ム
時
ハ
平
声
ニ
ナ
ル
也
。

一
留リ

ウ

侯コ
ウ　

張
良
義
也
。

一
＊
曲ク

逆ケ
キ

一
記シ

ル
ス　

レ

事コ
ト
ヲ

之
史

シ
ノ
コ
ト
ハ

　

左
伝
事
也
。

一
褒ホ

ウ
ヘ
ン貶

一
文
選
巻
第
一　

賦
ノ

　

甲

ホ
メ　

オ
ト
ス
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一
都　

兵
事
モ
ヲ
コ
ラ
サ
レ
、
馬
花
山
ニ
ハ
ナ
チ
、
牛
ヲ
桃
林
ニ
ツ
ナ
ク
。
馬
牛
モ

イ
ラ
サ
ル
ト
ノ
義
也
。（
7
オ
）

一
民
和
睦
シ
テ　

頌
ノ
声
ヲ
コ
ル
。

一
内
ニ
ハ

　
　

設
マ
ウ
ケ
テ　

二

金
馬
石
渠キ

ヨ

之
署

ツ
カ
サ
ヲ　

一　

石セ
キ

渠キ
ヨ　

御
溝
也
。

一
白
麟

一
赤
雁　

朱
雁
ト
モ
云
ソ
。
漢
書
ニ
ハ
如
此
也
。

一
芝シ

房ハ
ウ　

古
道
＊
ヲ
ヲ
コ
サ
ル
ヽ
時
生
草
也
。

一
五
鳳　

鳳
凰
出
也
。
ホ
ウ
ハ
ウ
五
度
出
ト
云
義
也
。
五
鳳
凰
ア
ル
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル

也
。

一
甘
露　

甘
露
フ
ル
也
。

一
時
々
間

マ
ヽ
ニ

作
レ
リ

　
　　

マ
ヽ
ニ
ハ

々
ニ
ト
ノ
義
也
。

一
抒ノ

ヘ
テ　

二

下カ

情セ
イ
ヲ　

一

而
通
シ二

諷-

喩イ
ウ
ヲ一　

上
ノ
御
チ
カ
イ
ノ
ア
ル
ヲ
、
タ
ト
ヘ
ヲ
ト
ラ
テ
直

申
事
、
憚
ナ
ル
故
ニ
、
以
文
章
申
入
義
也
。（
7
ウ
）

一
炳ヘ

イ

焉エ
ン
ト

　

ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
事
ヲ
云
也
。

一
与
三
代

一
臣シ

竊
ヒ
ソ
カ
ニ

見
海
内
＊　

見
海
内
ハ
天
下
を
ミ
ル
ト
云
義
也
。
臣
ハ
ハ
ン
コ
カ
事
也
。

一
西
都
賦
一
首

一
有
＊
リ一

西
都
賓ヒ

ン
ト
云
物

一
経ケ

イ

営エ
イ　

い
と
ナ
ム
ト
云
心
也
。

一
唯ヰ

々ヽ　

領
掌
ス
ル
詞
也
。

一
作
京
於
是

一
歴
十
二
之
延
祚　

漢
孝
ソ
ヨ
リ
十
二
代
の
義
也
。（
8
オ
）
帝
王
ノ
朋
御
あ
り
て
カ

ラ
暹
祚
ト
云
、
天
子
位
を
御
存
生
之
内
に
ユ
ツ
リ
給
ヲ
譲
位
ト
申
也
。

一
披

ヒ
ラ
イ
テ　

二

三
条テ

ウ

之
広
路
ヲ一

立
タ
リ
二

十
二
之
通ト

ウ

門
ヲ一　

天
子
御
門
ヲ
四
方
ニ
十
二
門
ヲ
立
ラ

レ
タ
リ
。
一
方
ノ
門
ミ
ツ
ヽ
、
合
四
方
ニ
ハ
十
二
門
也
。
三
四
十
二
ハ
十
二
子シ

ニ

タ
ト
ヘ
タ
ル
也
。

一
＊
殊
異
五
方　

四
方
ト
中
央
ヲ
兼
テ
五
方
ト
云
心
也
。

一
遊
士
擬

ナ
ス
ラ
ウ

於
公
＊
侯　

遊
士
モ
ヲ
コ
リ
テ
公
侯
＊
ニ
ナ
ス
ラ
ウ
程
之
体
也
。

一
姫キ

姜キ
ヤ
ウ

　

列レ
ツ

肆シ

ハ
姫キ

姜キ
ヤ
ウニ

モ
侈
レ
リ
ト
云
心
也
。

一
豪カ

ウ

桀ケ
ツ　

ブ
ケ
ン
シ
ヤ
ヲ
云
ソ
。（
8
ウ
）

一
商シ

ヤ
ウ

洛ラ
ク

縁
メ
ク
ツ
テ　

二

其
隈ク

マ
ヲ一　

山
ノ
ク
マ
也
。

一
ヒ
キ

杜ト

浜
ホ
ト
リ
セ
リ　

二

其
足

フ
モ
ト
ニ　

一　

山
ノ
片
高
ク
下
ノ
ヒ
キ
ク
ア
ル
所
ヲ

杜
ト
云
也
。

一
鄭
白　

鄭
谷
也
。
白
＊
公
也
。
水
シ
タ
イ
マ
ヽ
ニ
ス
ル
物
也
。

一
離
宮　

天
子
位
ヲ
捨
テ
御
座
ア
ル
所
を
云
也
。
日
本
同
詞
也
。

一
杭
応
龍
虹
梁
列
＊
棼

一
椒
房
后
妃　

サ
ン
セ
ウ
也
。
子
カ
多
キ
物
ナ
ル
故
ニ
、后
妃
ノ
御
座
ア
ル
所
ニ
ハ
、

祝
シ
テ
サ
ン
セ
ウ
生
ル
ト
也
。

一
屋
不ス　
レ

呈
ア
ラ
ハ
ニ　

レ

材キ
ヲ

　

墻
ハ

　

不　
レ

露
ア
ラ
ハ
ニ　

レ

形
ヲ

　　

柱
ノ
上
ニ
ホ
リ
物
ナ
ト
シ
テ
、
ケ
ツ
コ
ウ
ナ

ル
義
也
。
絵
ヲ
書
テ
木
ノ
色
ノ
マ
ヽ
ナ
ラ
ス
、
ウ
ツ
ク
（
9
オ
）
シ
テ
サ
イ
＊
シ
キ

絵
ト
リ
タ
ト
ノ
義
也
。

一
火
斉　

玉
ノ
義
也
。

一
丹
庭　

漆
ヌ
リ
タ
ル
ヲ
云
也
。

一
セ
ン
セ
キ
ノ
サ
ヽ
レ
イ
シ

磩
　

サ
ヽ
レ
石
ノ
事
也
。

一
＊

生
ヲ
イ
タ
リ

紅コ
ウ

羅ラ
ノ

　

颯サ
ツ

灑シ
ト　

紅
ウ
ハ
、
ク
レ
ナ
イ
ノ
ウ
ス
キ
色
、
女
房
ノ
衣
也
。
颯
シ
ト

ハ
、
袖
ナ
カ
キ
形
也
。

一
窈ヨ

ウ

窕テ
ウ　

美ヒ

ナ
ル
形
也
。

一
佐
命　

命
ト
ハ
、
名
也
。
天
子
ノ
御
名
ヲ
後
代
迄
、
此
天
子
ナ
ラ
レ
テ
ハ
、
ト
ホ

メ
申
事
を
云
也
。

一
膏
沢
ー
ー
黎
庶
ー
ー
（
9
ウ
）

一
右
有
天
禄
石
渠　

天
禄
モ
石
渠
モ
書
籍
ノ
ア
ル
所
也
。
長
安
也
。

一
承
明
金
馬　

家
也
。
金
馬
門
也
。

一
鉤コ

ウ

陳チ
ン　

天
子
ヲ
護
星
也
。
長
安
ア
リ
也
。
大
液
鉤
陳
所
々
疑
ノ
心
也
。
草
離リ

々ヽ
ト

二
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ナ
リ
タ
ル
ホ
ト
ニ
、
星
ノ
行
衛
モ
イ
ツ
ク
ソ
ト
ノ
義
也
。

一
凌

シ
ノ
イ
テ
ト
ウ

道タ
ウ
ヲ

　

階
キ
サ
ハ
シ
ヲ
ノ
ホ
リ
タ
ル
事
ヲ
云
ソ
。

一
軼
雲
雨
於
大
半　

大
半
、
三
分
二
ノ
ヲ
モ
云
也
。

一
攀ヨ

チ
テ

井セ
イ

幹カ
ン
ヲ

　

井
＊
ユ
ケ
タ
ナ
ト
ヤ
ウ
ニ
、
ア
サ
ヘ
イ
ケ
タ
ル
物
也
。

一
懲コ

リ

懼ヲ
ヂ　

コ
リ
＊
ヲ
チ
タ
ル
義
也
。（
10
オ
）

一
周
流
以
＊
傍ハ

ウ
ク
ワ
ウ
ト
タ
チ
モ
ト
ヲ
ル

（
一
行
ア
キ
、
横
線
を
記
し
て
ツ
メ
ル
を
指
示
す
る
）

一

排
ヲ
シ
ヒ
ラ
イ
テ　

二

飛ヒ

闥タ
ツ
ヲ一　

門
ノ
義
也
。

一
霊

ア
ヤ
シ
キ

草ク
サ

冬フ
ユ

華花
サ
ク

　
＊
花
シ
ホ
マ
ス
シ
テ
サ
ク
ト
云
心
也
。

一
＊
騁ハ

セ

文
成
之
丕

ヲ
ヽ
イ
ナ
ル

誕イ
ツ
ワ
リ

馳ハ
ス

五
利
之
所ヲ　
レ

刑
ノ
リ
ト
ス
ル

　

ハ
ス
ル
ト
云
心
ハ
早
チ
ツ
ト
ソ
レ

ニ
ナ
リ
タ
心
ヲ
云
也
。

一
威ヲ

ト
シ

戎イ
ヲ

一
命

メ
イ
シ
テ

荊ケ
イ

州
ニ

　

使
起
鳥　

ケ
イ
シ
ヤ
ウ
ノ
物
ハ
、
ヨ
ク
鳥
ヲ
ト
ル
也
。

一
詔

セ
ウ
シ
テ

梁
野
而
駆

カ
ラ
シ
ム　

レ

獣ケ
タ
物
ヲ

　

リ
ヤ
ウ
ヤ
ト
云
所
物
ハ
、
獣
ヨ
ク
（
10
ウ
）
ト
リ
ノ
心

也
。

一
罘フ

網カ
ウ
ノ
ア
ミ

　
　
　　

此
ア
ミ
ト
云
字
を
獣
ノ
戦
用
也
。

一
要タ

ヘ　
レ
ハ
シ
ル
ヲ

追ヲ
ウ

蹤ニ
ク
ヲ

　

ハ
シ
ル
ヲ
タ
ヘ
ト
云
心
ハ
、
ソ
ロ
〳
〵
に
獣
行
ヲ
ア
イ
シ
テ
、
＊

攢ア
ツ
メ
テ　

レ

鍭ヤ
サ
キ
ヲイ

ン
ト
ス
ル
義
也
。

一
鳥
驚

ヲ
ト
ロ
イ
テ

触フ
レ　

レ

糸ア
ミ
ニ

　

糸
ト
云
字
、
爰
に
て
ハ
ア
ミ
ト
ヨ
ム
也
。

一
挙ア

ケ
テ　

レ

烽ト
フ
ヒ
ヲ

　

ホ
ウ
ワ
ヲ
ア
ケ
テ
酒
ノ
ム
ト
云
義
也
。

一
若

コ
ト
キ
ハ　

レ

臣
シ
＊
ン
カ

者　

ハ
ン
コ
ト
也
。（
11
オ
）

翻
刻
注

1
オ　

＊
元　
「
三
」
に
上
書
。
＊
□　
「
常
」
に
ミ
セ
ケ
チ
符
号
あ
り
。

1
ウ　

＊
以　
「
外
」
に
上
書
。
＊
人　

不
明
二
字
墨
滅
し
て
傍
記
す
。
＊
シ　
「
ク
」
に

上
書
。

2
オ　

＊
読　

直
前
の
「
物
ハ
」
ミ
セ
ケ
チ
。

2
ウ　

＊
ツ　

補
入
。

3
オ　

＊
文
選
ノ　

補
入
。

3
ウ　

＊
資　

補
入
。

4
オ　

＊
ナ　
「
マ
」
に
「
ル
」
上
書
、
さ
ら
に
「
ル
」
傍
記
。

5
ウ　

＊
鬱　

こ
の
直
前
「
鬱
」
墨
滅
。
＊
濮ホ
ク　

フ
リ
ガ
ナ
「
ホ
」
に
保
の
旁
を
字
母
と

す
る
カ
ナ
使
用
。
＊
ニ　

不
明
字
墨
滅
し
て
傍
記
。
＊
テ　

不
明
字
墨
滅
し
て
傍
記
。

6
ウ　

＊
赤　

補
入
。
＊
色　

補
入
。
＊
謀　

補
入
。

7
オ　

＊
曲ク

逆ケ
キ　

ル
ビ
、「
ク
ヽ
」
と
書
い
て
さ
ら
に
右
傍
に
「
ク
ケ
キ
」
と
記
す
。

7
ウ　

＊
ヲ　
「
ニ
」
に
上
書
。

8
オ　

＊
「
内
」
の
右
下
の
文
字
、虫
損
に
て
読
め
ず
。
＊
一
・
二　

こ
の
返
り
点
本
文

の
マ
マ
。

8
ウ　

＊
殊
異　

補
入
。
＊
侯　

直
前
の
「
侯
」
ミ
セ
ケ
チ
。
＊
ニ　
「
ヲ
」
墨
滅
し
て

傍
記
。

9
オ　

＊
公　

人
偏
を
ミ
セ
ケ
チ
（
侯
と
書
き
か
け
た
か
）
し
て
傍
記
。
＊
棼　

不
明
字

に
上
書
。

9
ウ　

＊
シ　

補
入
。
＊
生ヲ
イ
タ
リ

　

補
入
。

10
オ　

＊
ユ　
「
イ
」
に
上
書
。
＊
ヲ　

左
上
に
濁
点
あ
り
。

10
ウ　

＊
傍　

不
明
字
に
上
書
。
＊
花　

補
入
。
＊
騁ハ
セ　

補
入
。

11
オ　

＊
攢　

直
前
の
「
鍭
」
ミ
セ
ケ
チ
。
＊
ン　

補
入
。

（
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大
学
附
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研
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）


